







　［8］においては，Rnに有限群が作用している場合，コンパクトな台を持つ同変   微分同相写像
のなす群の 1次元ホモロジー群について考察している。ここで，群 Gの 1次元ホモロジー群 H1（G） 
は Gの交換子部分群による商群として定義される。すなわち，H1（G）＝G／［G，G］である。
　［8］の主定理は次の通りである。
　Gを有限群，Mを連結 ，G-多様体とする。 でコンパクトな台をもつ G-同変なイソト
ピーによって恒等写像にイソトピックなMの G-同変 微分同相写像全体の群を表す。Rnを G-
表現空間，（Rn）Gを Rnの不動点集合とする。また，Z（G）を G-表現空間 Rnの G-不変な自己同型群，




⑴  dim（Rn）G＞0 なら，  は完全群である。すなわち，H1（ ）＝～0.
⑵  dim（Rn）G＝0 なら，H1（ ）＝～H1（Z（G）0）.
定理 Aの証明の概略を述べる。
　写像Φ : →GL＋（n, R）をΦ（ f）＝df（0） で定義する。
　このとき，






　　  　　 　
より，次のホモロジー群に関する完全系列を持つ：
　　  　　 　
したがって，定理を示すには
　　  　　 　
を示せばよい。先ず，G が Rn に半自由に作用している場合を考えよう。このとき，次の命題を得る。
命題 A1　
証明　任意の f∈ kerΦと，x∈ Rnに対して Lc（x）＝cx（ 0 ＜ c＜ 1）で定義される縮小写像 Lc∈
Z（G）0 をとる。合成写像 f◦Lcの微分を考えると，d（f◦Lc）（0）＝cIn が成り立つ。ここで，In は単
位行列。
　このとき，d（f◦Lc）（0）は Sternberg（The structure of local homeomorphisms, II, Amer. 
Jour. of Math., 80 （1958））の条件（ I）と（II）を満たしている。したがって， ∈ D∞（Rn , 0）が
存在して 0の近傍で等式 ◦f◦Lc◦
－1＝Lc を満たす。
　ここで，Rは一般に G-同変でないが d （0）＝Inを満たしていることに注意する。
　x∈ R
n







C∞ 微分可能で原点 0を保存している。 0での の微分をとると
　　  　　 　
したがって， は 0の近傍で C∞-微分同相写像である。さらに， は G-同変になる。
　このとき， 0の近傍で




これは fが 0の近傍で［kerΦ， ］の元であることを示している。
　 0の近傍の外では G の作用は自由であるから，Thurstonの定理（Foliations and group of diﬀ eo-
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morphisms, Bull. Amer. Math. Soc., 80 （1974））により，交換子の積で表すことが出来る。
　次に dim（Rn）G＞0 の場合を考える。このとき，Gは O（p）の有限部分群であり，Gが Rpに線形に
原点のみを孤立特異点に持つように作用しており，Rn  －pには自明に作用しているとしてよい。
定理 A2　このとき，  は完全群である。
　定理 A2　の証明には坪井の注意，Sternbergの定理および阿部―福井の手法を使う。詳細は省略
する。
定理 Aの証明は命題 A1，半自由な場合の証明および定理 A2 を帰納的に使って示す。
　Rn を次のように G の規約成分に分解する。
　　  　　 　
ここで，Viは各々 G の規約表現空間，kiは正の整数である。このとき，HomG（Vi）を Viの G-不変
な準同型写像のなす集合とすると，dimHomG（Vi）＝1， 2 ，または 4が知られている。したがって，
定理 Aより次を得る。
系 B
ここで，d2 は dimHomG（Vi）＝2 を満たす Viの数である。
　次に主結果たちの応用を述べる。
系 C Rnを位数 2の巡回群 Z2　の表現空間で原点のみを孤立特異点として持つとする。
このとき，
　証明は Z（Z2）0＝GL＋（n，R）から従う。
　n＝2 の場合を考える。このとき，G＝～Zk（k ＞－ 2）または Dℓ（ℓ＞－ 1）である。ここで，Zkは位
数 k の回転群，Dℓは位数ℓの二面体群である。このとき，
系 D
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証明　G ＝～Z2 の場合は系 Cから従う。G ＝～Zn（n ＞－ 3）の場合，Z（G）0＝
～R×SO（2），したがって















定理 F　Mを C∞-軌道体，p1，…，  pkをMのすべての孤立特異点とする。このとき，
　　  　　 　
コンパクト・ハウスドルフ葉層構造への応用






　ここでは，コンパクト・ハウスドルフ葉層構造に対する D∞（M ，F）の 1次元ホモロジー群を考察
する。余次元 qのコンパクト・ハウスドルフ葉層構造には Epsteinによる次のような構造定理がある。
定理 H　Fを余次元 qコンパクト・ハウスドルフ C∞ 葉層構造とする。このとき，一般葉 L0 が存在
して以下を満たす：
　任意の葉 Lに対して，充満な L の近傍 U（L） と O（q） の有限部分群 G（L） が存在して L0×G（L）D
q
と U（L）は葉層を保つ C∞ 微分同相写像により微分同相である。
定義 I　Fの葉 L が特異葉であるとは G（L）が非自明なときをいう。特異葉 Lが孤立特異葉である
とは G（L）の Dq への作用が原点のみを孤立特異点として持つときをいう。
定理 J　FをMのコンパクト・ハウスドルフ葉層構造とする。L1，…， Lkを Fのすべての孤立特異
葉とする。このとき，
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　余次元 1の場合を考える。





定理 L　F をM の余次元 2コンパクト葉層構造とする。
　F が n1 個のホロノミー Z2 をもつ特異葉，n2 個のホロノミー Zp（p ＞－ 3）をもつ特異葉，n3 個のホ
ロノミー D2 および n4 個のホロノミー Dr（r ＞－ 3）をもつ特異葉をもつと仮定する。このとき，












































　Groups acting on the circle without ﬁ xed points
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